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有限会社　　徳重和牛人工授精所　　

代表取締役　徳　重　政　子　　氏　

受賞概要「産業経済部門功労者」

　永年，和牛の種雄牛造成による人工授精業及び肉用牛の

育成・肥育を中心に営農を行い，「平茂勝号」をはじめ，

高い能力を持つ種雄牛の造成に尽力され，全国の生産農家

や肥育農家からの市場での評価は極めて高く，薩摩中央家

畜市場を全国有数の市場に押し上げ，本町の名声を高める

原動力となっています。

　畜産振興はもとより，地域経済の発展への貢献に向けて，

今後もますますの活躍が期待されます。

社会福祉事業功労者

　 村 俊 明　 氏 平川地区 従事年数９年

　民生委員，児童委員として要援護者の実情や問題事例な

どを客観的・総合的に把握し，双方間の調整役として献身

的に取り組まれ，地域福祉の向上に貢献されました。

■道路

熊田公民会　　　　　代表　宮内　連　　氏

栗野公民会　　　　　代表　栗野　武　　氏　

アロン電機株式会社　代表　坂元　剛　　氏

■河川

湯之元公民会　　　　代表　長濱　暉人　氏

町民表彰を受ける徳重和牛人工授精所

講演　「日本一のくらし先進県」に向けて

　　　　伊藤祐一郎鹿児島県知事
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学習成果発表を行う，歌とふれあう教室（生涯学習講座）
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２２
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催
さ
れ
ま
し

た
。
　
中
津
川
文
化
財
少
年
団
（
２０
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催
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ま
た
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仲
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ら
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く
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。
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。

体験発表

若い経営者の主張大会に出場して

堀之内力三さん（宮之城屋地)

かごっま弁論大会に出場して

桑波田クニ子さん（柏原）

青少年中種子交流に参加して

鶴田中学校　２年　舟倉知美さん

　　　　　　２年　米丸美幸さん

福祉体験学習を終えて

宮之城中学校　３年　富満祐太さん

福祉体験学習を終えて

宮之城中学校　３年　市野麻由さん

体験発表

町民表彰

第４回 さつま町社会福祉大会表彰者

河川及び道路愛護運動表彰者


